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1996年1月30日に、英文の熱帯医学熱研究所のホームページ (http://www.tm.nagasak

i-u.ac.jp)を立ち上げ、和文については 9月-10日にスタートした。その内容は、毎年改訂さ

れる熱研紹介冊子に記載されている、研究所の組織および人員構成，沿革，現在の研究内容

等に関する文章・図をイメージスキャナー (SHARP，JX-330M)で取り込み、 MacReader 

plus V.2.5を使い読み取った。しかし、英文および和文についても読み取りミスが多く、大

半の時間が訂正作業に裂かれ、 OCRの完成度はまだ低いと思われる。

本年 1月末日の時点で、総アクセス件数は 22548件であった。立ち上げ当初の囲内と海

外の比率は、 81: 19であったが、徐々に海外の比率が増加し、和文スタート後も傾向は変

わらず、現在では 56:44である。当初、 1000件荊後のアクセス件数/月も増加し、本年 1

月には 2033件と約 2倍に達した。特に、 10月 (3649件)， 11月 (2724件)のアクセス件

数の増加は、長崎で 1996年 11月17日から 6日間開催された国際熱帯医学会に関連してる

と思われる。この問、海外から本研究所教官の e-mailaddressの問い合わせ等の簡単な連

絡から、熱帯地で研究や医療活動を行っている日本人からの専門的相談まで e-mailで入っ

てきた。専門的内容については、研究所内で関連する研究分野の先生方に連絡し、回答を

お願いしている。

ホームページを開設して 1年間で 2万件を上回るアクセスがあった。アクセスした総て

の人達が、熱研や熱帯医学に深い関心を持っているかは疑問だが、一般の方々にも熱研につ

いて知ってもらう効果は十分あったと考える。更に、これらの方々の数人でも熱研を訪れ、

熱帯医学に興味を持つ糸口となる事を期待している。 2万部の熱研紹介冊子を印刷し、郵

送または配布する経費や労力を考えると、インターネットによる情報提供は効率的である。

医学情報

インターネット利用人口は、企業や教育・研究機関は勿論、一般家庭においても、ここ

数年で急速に増加している。私も、文献検索や e-mailによる通信、およびインターネット

上での学会発表など、幅広く活用している。特に、時間のロスが滅少したのは、歓迎すべ

き事である。しかし、多くの情報の中から必要な情報を迅速に見つけだす。また、氾濫す

る情報の中から、必要な・情報を適切に取捨選択する能力が必要となった。

情報発信のサーバとして報道機関J公共機関，企業，更には個人で開設したホームペー

ジも有り、種々の情報が見られる。しかし、医学関連情報は、医学部，医科大学および医

学系研究所等の紹介に関する情報を除くと、他の分野の情報と比較して僅かである。不特
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定多数を対象とする医学情報，特に医療情報については情報を受けたクライアント側の人

が、情報内容や当人の健康状態等の諸条件により、精神的不安に陥りったり、肉体的変調

をきたす危険性も含んでいるため、情報提供については慎重にならざるを得ない。情報は

正確かつ詳細であるべきだが、それ故に生じる事象に適切に対応出来る体制を備えてなけ

れば、医療情報の提供は"百害有って一利無し"となる可能性が高く、常に即応可能な体

制作りが必要である。何れの分野の情報でも同じであるが、特に医療情報では、提供した

情報に対する責任は重い。しかし、医療を含む医学情報も他の分野と同じく、情報提供さ

れるべきで、特に、病気に擢らないための予防医学の知識については、情報提供を積極的

に行うべきである。予防医学の知識の重要性は、 HIV(エイズウィルス)の例を引くまで

もなく、明らかである。

熱帯医学情報提供

国際化が進み、また交通機関の発達によ旬、時間的距離が短縮された結果、輸入感染症

が問題となっている。一部の病気については潜伏期間中に、既に帰国し二次感染を起こす

事態では、総ての人々が海外の感染症に擢る可能性が有る。また、熱帯地への旅行者や仕

事等による長期滞在者も、年々増加している。和文の熱帯医学研究所ホームページを立ち

上げた 9月以降、海外から和文へのアクセズが多数みられた例からも、彼等への、熱帯医

学情報提供の必要性を痛感した。

海外の医療情報については、 WHO，CDC， Medscape， Health Canada等があり、感染

症などの統計データの提示から、問い合わせに応じるホームページまで有り、インターネッ

トを十分活用している。しかし、言葉の問題もあり、日本人による海外医療情報の利用度

は低い。国内では、早期に立ち上げた姫路猫協大の「マラリア情報ネットワークjを含め、

徐々に増加している。また、厚生省が「海外渡航者保健情報システム」を作ることになって

いる。しかし、 lつのサーバで、総ての情報を網羅することは困難で、 lつでも多くのサー

バが望まれる。これからも、インターネットの利用者は増加し、 WWWによる情報提供の

有効性は高まるであろう。

今回、熱帯医学研究所では、資料室が「熱帯病資料情報センターjに改組される予定で

ある。このセンターの設立目的は、 (1)熱帯病の基礎研究推進， (2)熱帯病専門医の育成，

(3)熱帯病資料提供である。センタースッタフは、熱帯医学の基礎研究を行うと伴に、上記

の目的を遂行する。その業務は多岐にわたるが、熱帯病資料提供の一還として、不特定多

数を対象とする熱帯医学情報の提供を計画している。昨年より、近年本所研究者が、熱帯

地の現地調査で得た資料や研究結果について、情報提供の準備を行っている。この情報は、

まだ公開してませんが、その一部を小坂所長 和田教授，鈴木助教授と共に、皇太子御夫

妻へ御説明した時の写真である。(次ページ)

熱帯医学研究所には、風土病研究所設立(昭和 21年)以来集められた、熱帯病に関する

資料や研究成果が保存されている。現時点では、まだコンピュータ設備が完備されてない

が、 50年間に蓄積された多数の資料についても、上記の自的に沿って情報を公開し、我々

の研究が多くの人々のお役に立つことを望んで、いる。特に、インターネットによる情報提

供の効果に期待している。

-4 



5 




